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平成30年5月27日米川地区朝ソフトボールリーグ戦中に心肺停止状態に陥り
生命の危機に瀕していた男性に対し、他2名と連携し心臓マッサージ及びAED
による心肺蘇生を行い迅速かつ的確な応急処置により人命救助した。

米
川
新
春
懇
談
会

米川新聞　　　２０１９年２月１日　　　第９４号　１

第　９４　号　
豊かな自然と伝統文化の郷 よねかわ

米 川 新 聞 ２

発行元： 米 川 地 域 振 興 会
発行日： 2019 年 2 月 1 日

佐藤一哉様

首藤新様
小野寺憲司様

3区

米川市街地の入口、市道沿いの花壇を十数年にわたり、花の植栽、水やりや
草取りなど一人で管理を行い、地域の環境美化に取り組んでいるとともに、
栽培した季節の草花を米川小学校に数多く届けている。また、米川小学校児
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平成20年1月から5期10年、五日町町内会長・水かぶり保存会副会長として、
地域の活性化と伝統文化の継承に取り組んできた。また、平成24年4月から
は米川地域振興会の会長も務め、米川地域の活性化と情報発信に尽力貢献さ
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米川地域おこし協力隊だより
隊員ブログ（米川里山だより内）

http://miyagi-yonekawa.com/

Facebook（こちらの方がよく更新しています）

https://www.facebook.com/yonekawaii/

問合せ 地域おこし協力隊 鈴木まで

☎070-2011-1806 Eメール：yonekawaii88@gmail.com（火～金は公民館にいます）

こんにちは。地域おこし協力隊員の鈴木(景)です。

今年もはや2月。大寒が過ぎて立春となります。冬が終わり、春の始まりを告げる立春の朝に

搾ったお酒は縁起がいいとして、よく酒屋さんで「立春朝搾り」というラベルの日本酒が売られて

いますね。春と聞くだけでも気分が明るくなりますが、私はお正月におもちやご馳走を食べすぎて

増えてしまった体重を元に戻すため、これから頑張って運動をしたいと思います！

２/２１（木） 手仕事カフェ 刺し子の会 参加者募集
髪ゴムやブローチ、コースターや花ふきんなど、みんなでおしゃべり

しながら毎回楽しく手を動かして作っています。初心者さんも歓迎です

ので、お気軽にご参加ください。

日 時 2月21日（木）13:30～15:30 場 所 米川公民館

講 師 平井由紀子さん（紬-tsumugu-） 持ち物 裁縫道具

材料費 500円 申込み 地域おこし協力隊まで（下記参照）

１/１２ 米川ボランティアガイド講座を開催

１/２０ 新春ジャズともちつきと凧あげ、無事終了しました
米川新春懇談会と合同で、子ども向けの新春イベントを開催しました。楽しいジャズ演奏を聴い

てから臼と杵でおもちをつき、7種類のもちバイキングを楽しみました♪その後凧を作って外に出て

元気に凧あげをしました。10区の小野寺公一さんと小野寺好道さんに作って頂いた水かぶりユネス

コ登録記念の大凧2枚はホールに展示され、来場者の目を楽しませてくれました(^ ^)

ユネスコ登録となった米川の水かぶりをサ

ポートするため、講座に参加してくれたのは

１区～10区（＆迫町）の計11人。講師に保

存会会長の菅原淳一さん、登米市おもてなし

推進委員の後藤榮さんをお迎えし、水かぶり

の由来や当日の注意、ガイドの心得などを教

えて頂きました。隣の席同士でガイドの練習

も行い、本番に向けて準備を整えました。
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ん
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・
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き
な
粉
の
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ち

▶
絵
の
具
や
ク
レ
ヨ
ン
で
凧

に
絵
を
描
き
ま
し
た
♪

小野寺公一画伯の見事な水かぶり絵の大凧



　 23 土
1 金 24 日 　　　　　　　　　　　　　　「25日　ｼﾆｱ体力づくり愛好会
2 土 米川の水かぶり 25 月 ふれあい出前講座（米川公民館・ホタル会館）
3 日 26 火 ふれあいｻﾛﾝ、ﾚｸ体操愛好会
4 月 27 水 泉趣会
5 火 ﾚｸ体操愛好会 28 木 あばせ
6 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ愛好会
7 木 あばせ 1 金 東和町ﾊﾞﾚｰ協会
8 金 東和町ﾊﾞﾚｰ協会 2 土
9 土 3 日
10 日 東和ﾌｫﾄｻｰｸﾙ 4 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会
11 月 建国記念の日 5 火 ﾚｸ体操愛好会
12 火 ふれあいｻﾛﾝ、ﾚｸ体操愛好会 6 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ愛好会
13 水 泉趣会 7 木 あばせ、刺し子の会
14 木 あばせ 8 金 東和町ﾊﾞﾚｰ協会
15 金 社協男愉会、東和町ﾊﾞﾚｰ協会 9 土
16 土 10 日
17 日 ｲﾝﾄﾞｱｽﾎﾟｰﾂ大会（ボッチャ） 11 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会
18 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会 12 火 ふれあいｻﾛﾝ、ﾚｸ体操愛好会
19 火 東和町郷土史研究会講演会、ﾚｸ体操愛好会 13 水 泉趣会
20 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ愛好会 14 木 あばせ
21 木 あばせ、柳絮句会、刺し子の会 15 金 社協男愉会、東和町ﾊﾞﾚｰ協会
22 金 長生大学第5回学習会並びに閉講式、東和町ﾊﾞﾚｰ協会  ※公民館事業又は利用許可申請済の団体のみ記載
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2,274

「笑顔で生き生きと活動するために」

2月2日（土）午前10時30分出走
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共演：津山創作太鼓・佐沼鹿踊り・横山火伏獅子舞

１区

2月の予定

              平成３０年１２月末現在

134

世帯数

２区 100 [　 0]
138

128

３月の予定

[△1]

米川長生大学
第5回学習会並びに閉講式

2月22日（金）10：00～13：30

編集後記
このほど平成最後の『サラリーマン川柳』優

秀１００選が発表されました。その中から秀逸と

思われる作品を紹介しますと、定年延長”再

雇用”を嘆く一句『人生の余暇はいつくる再

雇用』。平成が終わることにこじつけて『ジュ

エリーを平成最後とねだる妻』…。いかがだっ

たでしょうか？

米川地域振興会ホームページ
【宮城米川・里山だより】
ＵＲＬ:ｈｔｔｐ://miyagi-Yonekawa.com/


